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私は第八回日ソ歴史学シンポジウムに出席するため、一
九八七年六月のはじめ、二週間ソ連を訪れた。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
奇
数
回
が
日
本
で
、
偶
数
回
は
ソ
連
で
開
か
れ
て
き
た
が
、
私
は
毎
回
訪
ソ
し
、
そ
の
う
ち
第
四
回
と
第
六
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
報
告
を
『
法
政
史
学
』
に
書
い
て
き
た
。
今
回
も
執
筆
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
今
度
は
三
回
目
に
も
な
り
一
区
切
り
つ
い
た
感
じ
も
あ
る
の
で
、
小
文
の
末
尾
に
第一回以来のテーマと全報告者、紹介、批判などの関連文
献
を
整
理
し
て
、
第
一
回
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
事
務
担
当
者
と
し
て
の責任をはたすことを主眼としたい。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
帰
国
直
後
に
、
同
ソ連歴史学のペレストロイカ（倉持）
ソ
連
歴
史
学
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（１）
行
し
た
加
納
格
氏
と
共
同
で
す
で
に
書
い
て
い
る
。
歩
｛
た
、
そ
の
ほ
（２）
かにｊも優れた紹介・分析が多いので、全体としての最近の
ソ
連
史
学
界
の
動
向
を
簡
単
に
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
註（１）の小文のなかで私は「今回のシンポジウムは、一
口
で
い
え
ば
、
従
来
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
、
は
る
か
に
実
り
多
く、われわれにソ連の歴史学界の．ヘレストロイカ（再建・
改
革
）
の
進
行
を
痛
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
書
い
た
。
現在では、日本でも。ヘレストロイカは、新聞やテレビに
毎
日
の
よ
う
に
登
場
す
る
か
な
り
知
ら
れ
た
語
と
な
っ
て
い
る
が
、
帰
国
後
、
六
月
二
○
日
に
法
政
史
学
会
の
講
演
で
．
ヘ
レ
ス
ト
ロ
イ
ヵ
という言葉を使ったときには、知らない聞き手がほとんど
で
あ
っ
た
。
ま
た
引
用
文
の
な
か
の
「
（
再
建
・
改
革
と
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
、
歴
史
家
に
と
っ
て
さ
え
、
ま
だ
未
知
の
語
で
あ
る
倉
持
俊一五九
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からという編集部の要請によって挿入されたものである。
最近のソ連史学界の動向といえば、結局、歴史学の。ヘロ
ストロイカの進行ということになるが、これについてもす
（３）
でに優れた著作が多く発表されている。従って屋上屋を架
すといった感が深いが、専門外の読者、とくに本誌の性格
上、日本史専攻者を念頭において、私なりの解説を試ゑた
い。ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
が
成
立
し
た
の
は
一
九
八
五
年
三
月
で
あ
る・一八年間にわたるブレジネフの長期政権ｌソ連に沈
滞をもたらしたと目下批判の的となっているｌが、彼の
死
に
よ
っ
て
幕
を
と
じ
た
あ
と
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
、
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
が相ついで政権を担当するが、二人とも一年余で死去した。
この一一人が六八歳、七三歳でその地位についたのに対し
て、ゴルバチョフは五四歳になったばかりで最高指導者と
なったのであり、久しぶりの若いリーダーとして国の内外
の関心をあつめた。就任直後から党と政府首脳の人事異動
を行ない、長い沈滞をうちやぶるべく、政治・経済・外交
などの。ヘレストロイカに着手したのであった。
そ
し
て
や
が
て
、
一
九
八
六
年
末
～
八
七
年
初
頭
か
ら
、
歴
史
学
法
政
史
学
第
四
十
号
￣
I■■■■■■■
界における本格的なペレストロイカが喧一伝されるようにな
ってきた。具体的には、ロシア史、とくに一九一七年のロ
シ
ア
革
命
後
の
ソ
連
史
の
再
検
討
で
あ
る
。
一九八七年二月、マスコミ幹部との会合で、ゴルバチョ
フは「わが国の歴史に、忘れられた名前や空白の部分があ
ってはならない」と語り、これが従来のタブーに対する長
い沈黙をやぶりはじめていた歴史家を勇気づけたのであ
る。「空白の部分」の代表的なものはスターリンによる大量
弾圧、「大粛清」、多大の犠牲をともなった農業集団化（コ
ルホーズ化）などであり、「忘れられた名前」とは、Ｇ・Ｅ
・
ジ
ノ
ー
ヴ
ィ
エ
フ
、
Ｌ
・
Ｂ
・
カ
ー
メ
ネ
フ
で
あ
り
、
Ｎ
・
Ｉ
・
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
Ｌ
・
Ｄ
ｏ
ト
ロ
ー
ッ
キ
ィ
な
ど
で
あ
る
。
従来のソ連史学では、革命後、とくにスターリン時代以
後のソ連の否定的側面を無視し糊塗する形で、現代史が叙
述されてきた。革命後のソ連社会の発展を、優れた指導者
のもと、種々の困難を克服し、敵対者を排除しつつ「社会
主義」の建設に向って誤りなく進んできたという一面的で
平板な叙述である。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
威
圧
と
、
歴
史
家
自
身
の
自
己
規
制
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
二
九
五
六
年
）
の
挫
折
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ソ
連
史
学
界
で
一
六
○
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私
は
六
年
ほ
ど
ま
え
に
、
ロ
シ
ア
Ⅱ
ソ
連
史
を
専
攻
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
と
、
そ
れ
以
外
の
分
野
の
歴
史
家
と
の
間
で
、
革
命
後
の
ソ
（４）
連史の調い識に大きなギャップがあることを指摘した。
そ
の
と
ぎ
、
例
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
野
で
は
著
名
な
出
版
社
が
出
し
て
い
る
高
校
生
向
き
の
世
界
史
史
料
集
（
初
版
一
九
六
九
年
で
七
五
年
ま
で
増
刷
）
の
改
訂
の
相
談
を
う
け
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
史
料
集
の
ロ
シ
ア
近
代
史
・
ソ
連
史
に
関
す
る
項
目
は
七
つ
で
、
そ
の
見
出
し
と
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
ロシアの農奴解放（解放令）
は
、
永
い
間
、
こ
の
現
代
史
が
、
最
も
研
究
の
お
く
れ
た
水
準
の
低
い
分
野
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
が
こ
の
小
文
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
日
本
で
も
専
門
家の著作などを例外として、長くそのような叙述が踏襲さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
も
狭
義
の
粛
清
の
問
題
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の基調は変っていなかったということである（このことの
原
因
の
究
明
自
体
が
興
味
あ
る
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
）
。
従
っ
て
ソ
連
史
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
、
日
本
の
歴
史
家
に
直
接
関
係
す
る
問
題
で
も
あ
る
と
思
う
。
ソ連歴中璽十のペレストロイカ（倉持）
一一一
ロシアの近代化（ナロードニキの綱領）
ロシア革命（レーニンの「四月テーゼ」）
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
発
展
（
第
一
次
と
第
二
次
の
五
カ
年
計
画
に
関する党大会の決議）
現代のソ連邦（一九三六年のスターリン憲法）
冷
た
い
戦
争
二
九
五
五
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
）
日ソの国交回復（一九五六年の日ソ共同宣言）
（そのほかに、レーニンの帝国主義論、テヘラン会談に
ついての項目がある。）
も
ち
ろ
ん
極
め
て
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
革
命
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
（
一
九
五
三
年
）
ま
で
の
現
代
史
に
つ
い
て
五
ヵ
年
計
画
と
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
だ
け
が
ｌ
し
か
も
全
面
的
に
肯
定
的
な
も
の
と
し
て
ｌ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
驚
か
されたのである。それは、スターリン批判から一○年以上
も
た
っ
て
い
た
当
時
の
わ
れ
わ
れ
の
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
史
の
認
識
と
は
、
か
な
り
掛
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
また、これも五年ほどまえ、当時、高校で使用されてい
た世界史教料書（全部で一七種）のロシアⅡソ連に関する
（５）
叙述を検討したことがあるが、当時のメモを読承か』えして
ふると「大粛清」と農業集団化とでは、記述と評価にかな
（６）
り
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一ハ
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前者については、一九八七年二月二日、革命七○周年
を記念する集会で、ゴルバチョフが「スターリンの粛清は
決
し
て
許
せ
な
い
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
を
引
く
ま
で
も
な
く、スターリンの権力慾と猜疑心によって被告とされた人
女の「罪状」が提造されたものであることは、わが国でも、
すでに以前から周知のことであったといえるであろう。
そのためか、粛清については一四冊の教科書が言及して
い
た
が
ｌ
も
ち
ろ
ん
否
定
的
事
件
と
し
て
ｌ
、
農
業
集
団
化
に
ついては、問題点を指摘した程度のものをふくめても、わ
ず
か
に
五
冊
が
ふ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
農
業
集
団
化
は五ヵ年計画と表裏一体をなすものであるが、上からの権
力
に
よ
る
強
制
的
集
団
化
が
、
い
か
に
大
量
弾
圧
、
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
連
以
外
の
各
国
の
ソ
連
史
研
究
者
が
、
そ
ろ
っ
て
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ところで、その五冊の記述は次のとおりである。「農業で
は
…
…
集
団
化
、
機
械
化
を
強
行
す
る
も
の
で
、
国
民
は
耐
乏
生
活
を強いられた」（第一学習社）、「国民の消費生活はかなり
犠
牲
に
さ
れ
た
」
（
学
校
図
書
）
、
「
資
本
主
義
列
強
の
包
囲
化
で
強
行
さ
れ
た
建
設
に
は
無
理
が
と
も
な
っ
た
。
工
業
化
に
必
要
な
資
本
は
民
衆
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
ま
か
な
う
ほ
か
な
か
っ
た
た
め
、
民
衆
の
苦
痛
は
深
刻
と
な
っ
た
」
（
三
省
堂
）
、
「
急
激
な
工
業
化
や
農
法
政
史
学
第
四
十
号
業集団化に対する不満があらわれだすと：。…」（実教出版）、
「農村に対しては：。…集団化と機械化につとめた。そのた
め
民
衆
の
生
活
は
非
常
に
苦
し
か
っ
た
が
、
国
民
は
よ
く
窮
乏
に
た
え、五カ年計画は成功した」（帝国書院）。批判のトーンが
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
旗
手
ア
ン
バ
ル
ッ
ー
モ
フ
が
、
昨
年
の
シ
ン
ポジウムの席で農業集団化を批判した部分を、そのまま逐
語
的
に
記
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
三
○
年
代
の
政
策
は
形
式的な目標の達成を目的としていた。そのために生産者の
利益は犠牲とされた。一一○年代にはじまった工業化が三○
年
代
を
ふ
く
め
て
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い。しかしその代償は何だったのか。それは犯罪としかい
いようのない代償をともなうものだった。強引に（農業）
集団化政策を進めた結果、大衆的な飢餓が生じ、数百万の
人が餓死したという一つの事実を思いおこすだけで十分で
ある。」
このアンバルッーモフの批判の内容そのものは、さきに
ふれたように、すでに日本や欧米の研究者の常識になって
いたのである。それにもかかわらず、加納氏が註（１）の文
で
書
い
て
い
る
と
お
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
「
…
…
し
か
し
、
ソ
連
の
研
究
者
の
口
か
ら
こ
う
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
三
○
年
代
評
一 ハー
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与
え
ら
れ
た
紙
幅
を
こ
え
て
い
る
が
、
次
に
「
忘
れ
ら
れ
た
名
前」についてごく簡単に記しておこう。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
人
物
、
彼
の
ラ
イ
バ
ル
と
考
え
ら
れ
る
人
物
は
抹
殺
さ
れ
、
そ
の
存
在は過去に遡及して全面的にマイナスであったと叙述され
た。レーニン在世中（一九二四年まで）には、個女の誤り
や
失
敗
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
彼
ら
が
新
政
権
の
な
か
で
重
用
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
価を聞く時対……一種の感動を覚えずにはいられなかっ
た
」
の
で
あ
る
。
と
く
に
外
国
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
を
前
に
し
て
、
そ
れ
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
な
ど
も
す
っ
か
り
興
奮
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
上
、
ソ
連
史
学
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
家
と
し
て
の
仕
事
に
、
直
接
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
べ
た
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
問
題
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
の
わ
が
国
に
も
、
過
去
の
ｌ
そ
れ
も
と
く
に
現
代
史
に
つ
い
て
の
ｌ
否
定
的
な
史
実
や
側
面
を
過
小
評
価
し
た
り
、
隠
蔽
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
、
為
政
者
の
側
に
根
強
く
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ソ連歴史学のペレストロイカ（倉持）
四
ソ批判以後も》スターリン批判の充分な展開がおさえられ
た
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
の
評
価
が
ソ
連
の
歴
史
書
の
な
か
で
い
ま
だ
に横行しているのである。
さ
き
に
名
前
を
あ
げ
た
四
人
の
う
ち
、
ト
ロ
ー
ッ
キ
ィ
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
対
立
し
て
一
九
二
六
年
に
共
産
党
を
除
名
さ
れ
、
二
九
年
に
国外追放となり、ジノーヴィエフとカーメネフは一九一一一六
年
に
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
は
一
九
三
八
年
に
粛
清
裁
判
で
死
刑
の
判
決
を
う
け
、
三
人
と
も
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
四
人
は
ソ
連
の
歴
史
書
の
中
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
存
在
と
さ
れ
、
そ
の
名
前
が
登
場
す
る
と
き
に
は
つ
ね
に
革
命
の
裏
切
り
者
、
社
会
主
義
建
設
の
妨
害
者
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
、
そ
の
存
在
自
体
が
抹
殺
さ
れたのである。
いま私の手もとに『大十月社会主義革命』（ロシア語）
と
い
う
本
が
三
冊
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
革
命
五
○
周
年
、
六
○
周
年、七○周年を記念して、それぞれ一九六八年、七七年、
ニ
ソ
チ
ク
ヲ
ペ
ー
デ
イ
ャ
八七年にモスクワで出版された十月革命に関する百科事典
である。中国の百科事典における毛沢東の記述が、改訂ご
とに短くなるとか、都小平の記述が増えるとかいうことが
よく報道されるが、この一一一冊の百科事典では、四人の名は
一九六八年版にも七七年版にも項目としては全く出てこな
い。そして昨年九月に刊行された一九八七年版で、四人と
一〈一一
〃
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屯、はじめて項目として登場してきた。このことは当然注
（７）
目すべ蛍」こととして日本の新聞にも紹介されたので、御存
じ
の
方も多いと思う。
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
ど
う
か
。
代
表
的
な
ト
ロ
ー
ッ
キ
ィ
に
つ
い
て
ふ
て
承
よ
う
。
彼
は
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
で
決
定
的
に
重要な役割をはたしたといえるが、現在までのソ連の歴史
書
で
は
、
革
命
の
過
程
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
役
割
し
か
は
た
さ
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
わ
が
国
で
も
、
依
然
と
し
て
、
彼
の
役
割
を
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
人
が
い
る
）
。
た
と
え
ば
レ
ー
ニ
ン
の
指
示
に
反
し
て
「
武
装
蜂
起
」
の
日
取
り
を
引
き
の
ば
し
て
、
革
命
の
勝
利
を
危
う
く
し
た
と
い
う
一
方
的
な
主
張
な
ど
で
、
こ
の
主
張
は、この八七年版でも繰り返されている。
また、首都。ヘトログラートにおける十月革命の主体は、
。
ヘ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
市
の
労
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ヴ
ェ
ト
で
あ
り
、
こ
のソヴェトが一○月一六日に設置した軍事革命委員会であ
る
。
そ
し
て
ト
ロ
ー
ッ
キ
ィ
は
、
九
月
二
五
日
、
正
式
に
同
ソ
ヴ
ェ
ト幹部会議長となっており、ソヴェトと軍事革命委員会を
代表する地位についていたのである。にもかかわらず、ソ
連の革命史では、従来、この事実にふれずに叙述を進めて
いたのである。
一九八七年版の事典では、記述の分量はスターリンとほ
法
政
史
学
第
四
十
号
ぼ同じで、レーニンと理論的に対立したり、レーニンの政
策
に
反
対
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
．
九
○
五
’
○
七年の革命の参加者、ペテルブールク（・ヘトログラートの
旧称）Ⅱソヴェト議長……（一九一七年七月、ボリシェビ
キ党に入党し）中央委員に選出。七月事件後、ブルジョア
臨
時
政
府
に
よ
っ
て
逮
捕
。
九
月
’
二
月
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
Ⅱ
ソヴェト議長」と記述されている。さらにレーーーンとブレ
ストⅡリト
フ
スク講
和
をめぐ
っ
て対立
し
たこと
、
「一九二九
年
反
ソ
活
動
の
た
め
に
ソ
連
か
ら
追
放
さ
れ
、
国
外
で
、
全
連
邦
共
産党（ボリシェビキ）、ソ連およびコミンテルンに対する
闘
争
に
参
加
」
し
た
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
は
い
る
が
、
革
命
後
の
レ
ー
ニ
ン
政
権
の
も
と
で
、
党
と
政
府
の
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
も、事実に即して述べられている。
この記述には、そのままトローッキィに対する正当な評価
とはいえない部分がふくまれており、全体としても問題が
あるとは思うが、それにしても。ヘレストロイカのあらわれ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
二九八八年一月九日）
註（‐）「『ペレスト直イカ』の中のソ連歴史学’第八回日ソ歴
史学シンポジウム」（「歴史学研究』五七二号、一九八七年
一○月）
一
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四
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（２）たとえば、和田春樹『私の見た。ヘレストロイヵ』（岩波
新
書
、
一
九
八
七
年
二
月
）
（
冒
頭
の
部
分
に
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムについての紹介・論評がある）、佐々木隆雨「第八回日ソ
歴史学シンポジウムに参加して」（「科学と思想』六六号、
（３）たとえば、和田春樹編コレストロイヵを読む』（御茶
の水書房、一九八七年九月）には歴史学界の。ヘレストロイ
カ
を
担
う
歴
史
家
た
ち
の
代
表
的
論
文
が
的
確
な
解
説
と
と
も
に
翻
、
、
、
（６）現在の世界史教科書について、改めて検討すべきであっ
たが、今回は時間の都合で果たせなかった。ただ内容的に
は、五年まえと比べて殆ど変化はないといえる。
（７）『朝日新聞』、一九八七年九月八日、同、九月二一一一日。
（４）「ロシア革命の認識とその評価」（「講座・歴史教育３
〔歴史教育の理論〕』、弘文堂、一九八二年七月）
（５）「日本人の。シァ・ソ連認識ｌ世界史教科書のなかの
ロシア革命」（倉持編『等身大のソ連』、有斐閣、一九八三
ソ連歴史学のペレストロイカ（倉持）
年五月）
訳されている。
一九八七年一○月）など。
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